
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成

二十五年法律第二十七号）（抄） 

 

第一章 総則   

（目的） 

第一条 この法律は、行政機関、地方公共団体その他の行政事務を処理する者が、

個人番号及び法人番号の有する特定の個人及び法人その他の団体を識別する

機能を活用し、並びに当該機能によって異なる分野に属する情報を照合して

これらが同一の者に係るものであるかどうかを確認することができるものと

して整備された情報システムを運用して、効率的な情報の管理及び利用並び

に他の行政事務を処理する者との間における迅速な情報の授受を行うことが

できるようにするとともに、これにより、行政運営の効率化及び行政分野にお

けるより公正な給付と負担の確保を図り、かつ、これらの者に対し申請、届出

その他の手続を行い、又はこれらの者から便益の提供を受ける国民が、手続の

簡素化による負担の軽減、本人確認の簡易な手段その他の利便性の向上を得

られるようにするために必要な事項を定めるほか、個人番号その他の特定個

人情報の取扱いが安全かつ適正に行われるよう個人情報の保護に関する法律

（平成十五年法律第五十七号）の特例を定めることを目的とする。 

（定義） 

第二条 この法律において「行政機関」とは、個人情報の保護に関する法律（以

下「個人情報保護法」という。）第二条第八項に規定する行政機関をいう。 

２ この法律において「独立行政法人等」とは、個人情報保護法第二条第九項に

規定する独立行政法人等をいう。 

３ この法律において「個人情報」とは、個人情報保護法第二条第一項に規定す

る個人情報をいう。 

４ この法律において「個人情報ファイル」とは、個人情報保護法第六十条第二

項に規定する個人情報ファイルであって行政機関等（個人情報保護法第二条

第十一項に規定する行政機関等をいう。以下この項及び第五章第二節におい

て同じ。）が保有するもの又は個人情報保護法第十六条第一項に規定する個人



情報データベース等であって行政機関等以外の者が保有するものをいう。 

５ この法律において「個人番号」とは、第七条第一項又は第二項の規定により、

住民票コード（住民基本台帳法（昭和四十二年法律第八十一号）第七条第十三

号に規定する住民票コードをいう。以下同じ。）を変換して得られる番号であ

って、当該住民票コードが記載された住民票に係る者を識別するために指定

されるものをいう。 

６ この法律において「本人」とは、個人番号によって識別される特定の個人を

いう。 

７ この法律において「個人番号カード」とは、次に掲げる事項（外国人住民（住

民基本台帳法第三十条の四十五に規定する外国人住民をいう。次項において

同じ。）にあっては、第二号に掲げる事項を除く。）が記載され、第十六条の二

第一項の申請の日において本人の年齢が主務省令で定める年齢に満たない場

合を除き本人の写真が表示され、かつ、これらの事項その他主務省令で定める

事項（以下「カード記録事項」という。）が電磁的方法（電子的方法、磁気的

方法その他人の知覚によって認識することができない方法をいう。第十八条

及び第十八条の五第二項において同じ。）により記録されたカードであって、

この法律又はこの法律に基づく命令で定めるところによりカード記録事項を

閲覧し、又は改変する権限を有する者以外の者による閲覧又は改変を防止す

るために必要なものとして主務省令で定める措置が講じられたものをいう。 

一 氏名 

二 氏名の振り仮名（戸籍法（昭和二十二年法律第二百二十四号）第十三条

第一項第二号に規定する氏名の振り仮名をいう。） 

三 住所（国外転出者（住民基本台帳法第十七条第三号に規定する国外転出

者をいう。以下同じ。）にあっては、国外転出者である旨及びその国外転

出届（同号に規定する国外転出届をいう。第十七条第六項において同じ。）

に記載された転出の予定年月日） 

四 生年月日 

五 性別 

六 個人番号 



七 その他政令で定める事項 

８ この法律において「カード代替電磁的記録」とは、前項第一号から第六号ま

でに掲げる事項（外国人住民にあっては、同項第二号に掲げる事項を除く。）

及び本人の写真（本人の写真が表示されていない個人番号カードの交付を受

けている者に係るものにあっては、当該事項。第十八条の二第二項において

「カード代替記録事項」という。）に係る電磁的記録（電子的方式、磁気的方

式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録で

あって、電子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。以下この項並

びに同条第一項及び第二項において同じ。）並びに当該電磁的記録がその送信

を行った者のものであることを当該電磁的記録の送信を受けた者が確認する

ために必要な事項として主務省令で定める事項に係る電磁的記録について地

方公共団体情報システム機構（以下「機構」という。）が電子署名（電子署名

及び認証業務に関する法律（平成十二年法律第百二号）第二条第一項に規定す

る電子署名であって、主務省令で定める基準に適合するものをいう。第十八条

の二第二項及び第三項において同じ。）を行ったものにより一体的に構成され

た電磁的記録をいう。 

９ この法律において「特定個人情報」とは、個人番号（個人番号に対応し、当

該個人番号に代わって用いられる番号、記号その他の符号であって、住民票コ

ード以外のものを含む。第七条第一項及び第二項、第八条、第十八条の五第二

項並びに第四十八条並びに附則第三条第一項から第三項まで及び第五項を除

き、以下同じ。）をその内容に含む個人情報をいう。 

１０ この法律において「特定個人情報ファイル」とは、個人番号をその内容に

含む個人情報ファイルをいう。 

１１ この法律において「個人番号利用事務」とは、行政機関、地方公共団体、

独立行政法人等その他の行政事務を処理する者が第九条第一項から第三項ま

での規定によりその保有する特定個人情報ファイルにおいて個人情報を効率

的に検索し、及び管理するために必要な限度で個人番号を利用して処理する

事務をいう。 

１２ この法律において「個人番号関係事務」とは、第九条第四項の規定により



個人番号利用事務に関して行われる他人の個人番号を必要な限度で利用して

行う事務をいう。 

１３ この法律において「個人番号利用事務実施者」とは、個人番号利用事務を

処理する者及び個人番号利用事務の全部又は一部の委託を受けた者をいう。 

１４ この法律において「個人番号関係事務実施者」とは、個人番号関係事務を

処理する者及び個人番号関係事務の全部又は一部の委託を受けた者をいう。 

１５ この法律において「情報提供ネットワークシステム」とは、行政機関の長

等（行政機関の長、地方公共団体の機関、独立行政法人等、地方独立行政法人

（地方独立行政法人法（平成十五年法律第百十八号）第二条第一項に規定する

地方独立行政法人をいう。以下同じ。）及び機構並びに第十九条第八号に規定

する情報照会者及び情報提供者並びに同条第九号に規定する条例事務関係情

報照会者及び条例事務関係情報提供者をいう。第七章を除き、以下同じ。）の

使用に係る電子計算機を相互に電気通信回線で接続した電子情報処理組織で

あって、暗号その他その内容を容易に復元することができない通信の方法を

用いて行われる第十九条第八号又は第九号の規定による利用特定個人情報の

提供を管理するために、第二十一条第一項の規定に基づき内閣総理大臣が設

置し、及び管理するものをいう。 

１６ この法律において「法人番号」とは、第三十九条第一項又は第二項の規定

により、特定の法人その他の団体を識別するための番号として指定されるも

のをいう。 

 

第二章 個人番号 

（利用範囲） 

第九条 別表の各項の上欄に掲げる行政機関、地方公共団体、独立行政法人等そ

の他の行政事務を処理する者（法令の規定により同表の当該各項の下欄に掲

げる事務の全部若しくは一部を行うこととされている者又は当該事務に準ず

る事務（個別の法律の規定に基づく事務を除き、当該事務の性質が同表の当該

各項の下欄に掲げる事務と同一であることその他政令で定める基準に適合す

る事務に限る。）として主務省令で定めるもの（以下この項において「準法定



事務」という。）を処理する者として主務省令で定めるもの（第十九条第八号

において「準法定事務処理者」という。）がある場合にあっては、その者を含

む。第四項において同じ。）は、同表の当該各項の下欄に掲げる事務（準法定

事務を含む。同号において同じ。）の処理に関して保有する特定個人情報ファ

イルにおいて個人情報を効率的に検索し、及び管理するために必要な限度で

個人番号を利用することができる。当該事務の全部又は一部の委託を受けた

者も、同様とする。 

２・３ （略） 

４ 健康保険法（大正十一年法律第七十号）第四十八条若しくは第百九十七条第

一項、相続税法（昭和二十五年法律第七十三号）第五十九条第一項、第三項若

しくは第四項、厚生年金保険法（昭和二十九年法律第百十五号）第二十七条、

第二十九条第三項若しくは第九十八条第一項、租税特別措置法（昭和三十二年

法律第二十六号）第九条の四の二第二項、第二十九条の二第六項若しくは第七

項、第三十七条の十一の三第七項、第三十七条の十四第三十五項、第七十条の

二の二第十九項若しくは第七十条の二の三第十六項、国税通則法（昭和三十七

年法律第六十六号）第七十四条の十三の二若しくは第七十四条の十三の三、所

得税法（昭和四十年法律第三十三号）第二百二十五条から第二百二十八条の三

の二まで、雇用保険法（昭和四十九年法律第百十六号）第七条又は内国税の適

正な課税の確保を図るための国外送金等に係る調書の提出等に関する法律

（平成九年法律第百十号）第四条第一項若しくは第四条の三第一項、預貯金者

の意思に基づく個人番号の利用による預貯金口座の管理等に関する法律（令

和三年法律第三十九号）第六条第一項その他の法令又は条例の規定により、別

表の各項の上欄に掲げる行政機関、地方公共団体、独立行政法人等その他の行

政事務を処理する者又は地方公共団体の長その他の執行機関による第一項又

は第二項に規定する事務の処理に関して必要とされる他人の個人番号を記載

した書面の提出その他の他人の個人番号を利用した事務を行うものとされた

者は、当該事務を行うために必要な限度で個人番号を利用することができる。

当該事務の全部又は一部の委託を受けた者も、同様とする。 

５ （略） 



６ 前各項に定めるもののほか、第十九条第十三号から第十七号までのいずれ

かに該当して特定個人情報の提供を受けた者は、その提供を受けた目的を達

成するために必要な限度で個人番号を利用することができる。 

 

第四章 特定個人情報の提供 

第一節 特定個人情報の提供の制限等 

（特定個人情報の提供の制限） 

第十九条 何人も、次の各号のいずれかに該当する場合を除き、特定個人情報の

提供をしてはならない。 

一 個人番号利用事務実施者が個人番号利用事務を処理するために必要な限

度で本人若しくはその代理人又は個人番号関係事務実施者に対し特定個人

情報を提供するとき（個人番号利用事務実施者が、生活保護法（昭和二十

五年法律第百四十四号）第二十九条第一項、厚生年金保険法第百条の二第

五項その他の政令で定める法律の規定により本人の資産又は収入の状況に

ついての報告を求めるためにその者の個人番号を提供する場合にあっては、

銀行その他の政令で定める者に対し提供するときに限る。）。 

二 個人番号関係事務実施者が個人番号関係事務を処理するために必要な限

度で特定個人情報を提供するとき（第十二号に規定する場合を除く。）。 

三 本人又はその代理人が個人番号利用事務等実施者に対し、当該本人の個

人番号を含む特定個人情報を提供するとき。 

四 （略） 

五 機構が第十四条第二項の規定により個人番号利用事務実施者に機構保存

本人確認情報等を提供するとき。 

六・七 （略） 

八 別表の各項の上欄に掲げる行政機関、地方公共団体、独立行政法人等そ

の他の行政事務を処理する者（準法定事務処理者を含む。以下この号にお

いて「別表行政機関等」という。）のうち特定個人番号利用事務（同表の当

該各項の下欄に掲げる事務のうち、迅速に特定個人情報の提供を受けるこ

とによって効率化を図るべきものとして主務省令で定めるものをいう。以



下この号及び次号において同じ。）を処理する者として主務省令で定めるも

の（法令の規定により特定個人番号利用事務の全部又は一部を行うことと

されている者がある場合にあっては、その者を含む。以下「情報照会者」

という。）が、特定個人番号利用事務を処理するために、政令で定めるとこ

ろにより、当該特定個人番号利用事務を処理するために必要な特定個人情

報として主務省令で定めるもの（以下「利用特定個人情報」という。）を記

録した特定個人情報ファイルを保有する者として主務省令で定める別表行

政機関等又は法務大臣（法令の規定により当該利用特定個人情報の利用又

は提供に関する事務の全部又は一部を行うこととされている者がある場合

にあっては、その者を含む。以下「情報提供者」という。）に対し、当該利

用特定個人情報（情報提供者の保有する特定個人情報ファイルに記録され

たものに限る。）の提供を求めた場合において、当該情報提供者が情報提供

ネットワークシステムを使用して当該利用特定個人情報を提供するとき。 

九～十二 （略） 

十三 第三十五条第一項の規定により求められた特定個人情報を個人情報保

護委員会（以下「委員会」という。）に提供するとき。 

十四～十五 （略） 

十六 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合において、本

人の同意があり、又は本人の同意を得ることが困難であるとき。 

十七 その他これらに準ずるものとして個人情報保護委員会規則で定めると

き。 

（収集等の制限） 

第二十条 何人も、前条各号のいずれかに該当する場合を除き、特定個人情報

（他人の個人番号を含むものに限る。）を収集し、又は保管してはならない。 

 

第二節 情報提供ネットワークシステムによる利用特定個人情報の提供 

（情報提供ネットワークシステム） 

第二十一条 内閣総理大臣は、委員会と協議して、情報提供ネットワークシステ

ムを設置し、及び管理するものとする。 



２ 内閣総理大臣は、情報照会者から第十九条第八号の規定により利用特定個

人情報の提供の求めがあったときは、当該利用特定個人情報が記録されるこ

ととなる情報照会者の保有する特定個人情報ファイル又は当該利用特定個人

情報が記録されている情報提供者の保有する特定個人情報ファイルについて、

第二十八条（第三項及び第五項を除く。）の規定に違反する事実があったと認

める場合を除き、政令で定めるところにより、情報提供ネットワークシステム

を使用して、情報提供者に対して利用特定個人情報の提供の求めがあった旨

を通知しなければならない。 

（情報提供用個人識別符号の取得） 

第二十一条の二 情報照会者又は情報提供者（以下この条において「情報照会者

等」という。）は、情報提供用個人識別符号を内閣総理大臣から取得すること

ができる。 

２ 前項の規定による情報提供用個人識別符号の取得は、政令で定めるところ

により、情報照会者等が取得番号（当該取得に関し割り当てられた番号であっ

て、当該情報提供用個人識別符号により識別しようとする特定の個人ごとに

異なるものとなるように割り当てられることにより、当該特定の個人を識別

できるもののうち、個人番号又は住民票コードでないものとしてデジタル庁

令で定めるものをいう。以下この条において同じ。）を、機構（第九条第三項

の法務大臣である情報提供者にあっては、当該個人の本籍地の市町村長及び

機構）を通じて内閣総理大臣に対して通知し、及び内閣総理大臣が当該取得番

号と共に当該情報提供用個人識別符号を、当該情報照会者等に対して通知す

る方法により行うものとする。 

３ 情報照会者等、内閣総理大臣、機構及び前項の市町村長は、第一項の規定に

よる情報提供用個人識別符号の取得に係る事務を行う目的の達成に必要な範

囲を超えて、取得番号を保有してはならない。 

４ 前項に規定する者は、同項に規定する目的以外の目的のために取得番号を

自ら利用してはならない。 

５ 第十九条（第六号及び第十三号から第十七号までに係る部分に限る。）の規

定は、第三項に規定する者による取得番号の提供について準用する。この場合



において、同条中「次の」とあるのは「第二十一条の二第二項の規定による通

知を行う場合及び次の」と、同条第十三号中「第三十五条第一項」とあるのは

「第二十一条の二第八項において準用する第三十五条第一項」と読み替える

ものとする。 

６ 前項（次項において準用する場合を含む。）において準用する第十九条（第

六号及び第十三号から第十七号までに係る部分に限る。）の規定により取得番

号の提供を受けた者は、その提供を受けた目的の達成に必要な範囲を超えて、

当該取得番号を保有してはならない。 

７ 第四項及び第五項の規定は、前項に規定する者について準用する。この場合

において、第四項中「同項に規定する」とあるのは、「その提供を受けた」と

読み替えるものとする。 

８ 第六章の規定は、取得番号の取扱いについて準用する。この場合において、

第三十三条中「個人番号利用事務等実施者」とあるのは「第二十一条の二第三

項又は第六項に規定する者」と、第三十六条中「第十九条第十五号」とあるの

は「第二十一条の二第五項（同条第七項において準用する場合を含む。）にお

いて準用する第十九条第十五号」と読み替えるものとする。 

（秘密の管理） 

第二十四条 内閣総理大臣並びに情報照会者及び情報提供者は、情報提供等事

務（第十九条第八号の規定による利用特定個人情報の提供の求め又は提供に

関する事務をいう。以下この条及び次条において同じ。）に関する秘密につい

て、その漏えいの防止その他の適切な管理のために、情報提供ネットワークシ

ステム並びに情報照会者及び情報提供者が情報提供等事務に使用する電子計

算機の安全性及び信頼性を確保することその他の必要な措置を講じなければ

ならない。 

（秘密保持義務） 

第二十五条 情報提供等事務又は情報提供ネットワークシステムの運営に関す

る事務に従事する者又は従事していた者は、その業務に関して知り得た当該

事務に関する秘密を漏らし、又は盗用してはならない。 

 



第五章 特定個人情報の保護 

第一節 特定個人情報保護評価等 

（特定個人情報の漏えい等に関する報告等） 

第二十九条の四 個人番号利用事務等実施者は、特定個人情報ファイルに記録

された特定個人情報の漏えい、滅失、毀損その他の特定個人情報の安全の確保

に係る事態であって個人の権利利益を害するおそれが大きいものとして個人

情報保護委員会規則で定めるものが生じたときは、個人情報保護委員会規則

で定めるところにより、当該事態が生じた旨を委員会に報告しなければなら

ない。ただし、当該個人番号利用事務等実施者が、他の個人番号利用事務等実

施者から当該個人番号利用事務等の全部又は一部の委託を受けた場合であっ

て、個人情報保護委員会規則で定めるところにより、当該事態が生じた旨を当

該他の個人番号利用事務等実施者に通知したときは、この限りでない。 

２ 前項に規定する場合には、個人番号利用事務等実施者（同項ただし書の規定

による通知をした者を除く。）は、本人に対し、個人情報保護委員会規則で定

めるところにより、当該事態が生じた旨を通知しなければならない。ただし、

本人への通知が困難な場合であって、本人の権利利益を保護するため必要な

これに代わるべき措置をとるときは、この限りでない。 

 

別表（第九条関係） 

百二十五 地方公務員等共済

組合法の一部を改正する法律

（平成二十三年法律第五十六

号。以下この表において「平成

二十三年法律第五十六号」とい

う。）附則第二十三条第一項第

三号に規定する存続共済会 

平成二十三年法律第五十六号による年金で

ある給付の支給に関する事務であって主務

省令で定めるもの 

 


